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運営体制 

大阪地域創造ファンド 

(財)大阪産業振興機構 

側面支援 

大阪府 
ＥＶアクションプログラム 

ＦＣＶ推進会議 

府内中小（ベンチャー）企業 
コンソーシアム会員 
ファンド採択企業 

共同研究等 

関連企業・大学 

共同研究等 
コーディネータ 
アドバイザ 仲介 

資金支援 

次世代電動車両開発研究センター 

コーディネータ 
アドバイザ 橋渡し 

コーディネータ 
アドバイザ 支援 
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なぜ電気自動車？ 

自動車 

主要課題 

エネルギー問題 
脱石油・省エネ（高効率） 

地球温暖化問題 
CO2 排出削減 

環境問題 
大気汚染・騒音等防止 

解決可能な特質を有するのは電気自動車 

エネルギーの車載 → 水素・燃料電池が解決可能性？ 

課 題 しかし・・・ ・・航続距離・充電・充電時間 
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インフラ コスト 

 

航続距離 
充電時間 

 

電気自動車の正しい理解 
ハンディキャップの素直な受け入れ 

活用方策の創出 
ユーザの意識改革 

電力貯蔵技術（電池）への期待 

電気自動車 

必要条件ではあるが 
・・・・・ 
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ハンディキャップ 



回生エネルギー アイドルストップ 高効率運転 

エンジン車に必要不可欠な技術として 

多種多様なハイブリッド車が拡大 
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